
一
、
施
設
被
害
土
木
関
係

水
路
　
　
　
一
三
五
、
○
Ｏ
Ｏ
円

道
路
　
一
、
二
五
九
、
〇
〇
○
円

橋
梁
　
　
　
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

二

、
農

業

施

設

堤
塘
　
　
六
一
二
、
〇
〇
〇
円

水

路
　
　

八

七

五

、
０
０

０

円

護

岸
　
　

六
三

円

、
０
０

０

円

三
、
建
物
被
害

一

般
建

物

全
壊
（
二
）
一
、
五
○
○
、

○
○
○
小
破
（

四

四

〇
）

八

、
七

三

六

、
〇

〇

〇

円

中
破
（
二
）
八
七
、
○
○
○
円

市

有

建

物

小
破
（
三
）
九
七
、
〇
〇
〇
円

浸

水
家

屋

床

下
浸

水
（

六
〇

）

一
〇
五
、
○
○
○
円

人
畜
に
被
害
が
な
か
つ
た
こ
と

は
防
除
対

策
の
結
果

で
も
あ
り

不
幸
中
の
幸
で
あ
つ
た
と
い
え

る

。
そ
れ
で
も
十
九
日
現

在
ま

で
に
報
告
さ
れ
た
本
市
の
被
害

総
額
は
一
億
二
千
百
五
十
万
円

に
の
ぼ
り
、
あ
と
農
業
土
木
方

被
害
を
加
え

る
と
更
に
数

千
万
円

の
被
害
額

が
加
算

さ
れ

る
も
の

と
見
ら
れ
る
、
十

九
日

現
在
ま
で
の
被
害
情
況
は
次
の

通

り 十

七
、
八

日
の
二
日
間

に
わ

た
つ
た
台
風
第
五
号
は
二
年
間

も
台
風
が
な
か
つ
た
だ
け
に
。

市
民
を
極
度

に
緊

張
さ
せ
た

風
速
平
均
二
二
米

、
瞬
間
三

四
、
八
米
、
降
雨
量
、
両
日

に

わ
た
つ
て
一
五
Ｏ
ミ
リ
に
達
す

る
相
当
強
い
影
響
を
蒙
つ
た
が

農
作
物
の
被
害
が
大
き
か
つ
た

の
に
く
ら
べ
て
建
物
の
被
害
が

案
外
少
か
つ
た
こ
と
、
ま
た
、

一

億

二

千

百

三

十

万

円
1
9日
現
在

台
風

第
五
号
の
被
害
額
は

四
、
学
校
建
物
関
係

小
学
校
小
破
（

六
）

五
七
〇
、
〇

〇
〇
円

中
学
校
小
破
（
三
）

四
三
、
〇
〇
〇
円

五
、
農
作
物
被
害

水
稲
七
〇
、〇

〇
〇

、〇
〇
〇
円

陸
稲

八
四
〇
、
〇
〇
〇
円

雑
穀
二
、
○
五
○
、
○
○
○
円

甘
藷
六
、
六
三
〇
、
〇
〇
〇
円

蔬
菜

一

七
二
、
三
〇
〇

、〇
〇
〇
円

果
樹

九
九
〇

、〇
〇
〇
円

ラ
ミ
二
、
三
五
二
、〇

〇
〇
円

桑
園
二
、
七
八
二、
〇
〇
〇
円

計
　
一
億

二
千
百
三
十
四
万
八

千
円

台
風
後
の
対
策

台
風
後
に
は
農
作
物
に
か
な

ら
ず
病
害
が
発

生
す
る
の
で
市

の
農
林
水
産
課
で
は
次
の
よ
う

に
予

防
対
策

を
呼

び
か
け
て
い

ま
す
水
稻
①
冠
水
田
は
直
ち
に
排
水

す
る
事
。
②
白
葉
枯
病
と
穂
首

イ
モ
チ
病
に
備
え
て
冠
水
地
帯

や
白
葉
枯
病
常
発
地
帯
、
葉
イ

モ
チ

の
発
生
地
帯
は
銅
製
剤
の

薬
剤
散
布

を
行
う
。
③
今
後
は

稻
の
一
生
で
最
も
水
を
必
要
と

す
る
時

期
で
あ
る

か
ら
ア

ゼ
の

こ
わ
れ
た
も
の
は
修
理
を
急
ぎ

保
水
に
努
め
る
。
④
二
化
メ
イ

虫
二
化
期
防
除
に
万

全
を
期
す

る陸
稻
①
流
土
、
埋
没
し
た
も
の

は
実
情
に
応

じ
土
寄
せ
、
土

除

け
を
行
弓

②
病
害
虫

防
除
に
関

し
て
は
水
稻
と
同
じ
。

カ
ン
シ
ヨ
①
長
時
間
冠
水
し
た

も
の
は
掘
取
り
、
代
作
を
行
う

②
い
も
や
根
の
洗
い
出
さ
れ
た

も
の
は
み
ぞ
上
げ
、
土
寄
せ
を

行

う
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
秋
大
豆
、
ヒ

エ
、
キ
ビ
倒
れ
た
も
の
の
手
直

し
中
耕
土
寄
せ
な
ど
行

う
。

野
菜
類
①
直
ち
に
排
水
す
る
と

共

に
降
雨
に
よ
り
表
土
が
硬
化

し
て

い
る
の
で
軽
く
中

耕
を
行

い

、
速
効
性
肥

料
を
追
肥

料
を

追
肥
（
硫
安
反
当

三
貫
）
で
生

育
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
。

②
降
雨
に
よ
り
表
土
が
流
失
し

て
い
る
も
の
は
土
寄
せ
を
行
う

こ
と
。

③
病
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

の
で
。

六
斗
式
石
灰
半
量

ボ
ル

ド

ー
激
ま

た
は
銅

水
銀
剤
（
三

共

ボ
ル
ド
ー
、
フ

ギ
ボ
ル
ド
を

水
一
斗
に
十
二
匁
）
を
ま
く
こ

と
、
④
被
害
が
は
な
は
だ
し
く
将
来

回
復
の
見

込
み

の
な

い
も
の
は

本

年
は
全
国

に
周
期
的
な
流

行

が
予
想
さ
れ
て
い
る
日
本
脳

炎

は
、
十
才
以

下
の
児

童
と

六

十
才
以
上
の
老
年
層
に
と
く
に

死
亡
率
が
高
く
、
感
染
し
て
十

日

か
ら
二
週
間
ぐ
ら
い
の
間
に

発
病

し
、
頭
痛
が
し
で
二
、
三

日
す
る
と
「
う
わ
ご
と
」
を
い

い
昏
睡
状
態
が
続
き
、
な
お
つ

て
も
半
身
不

髄
に
な
っ
た

り
す

る
恐

し
い
病
気
で
す
。
こ
れ
は

睡
眠
不
足
や
長
時
間
日
光
の
直

射
身

心
の
過
労
な
ど
が
発

病
の

原
因
と
な
り
や
す
い
が
、
と
く

に
蚊
が
こ
の
病
原
を
媒
介
す
る

の
で
蚊
を
退
治
す
る
こ
と
が
予

防
の
第
一
で
す

。

こ
ん
な
予
防
が
必
要
で
す

『
日
本
腦
炎
』
は

こ

れ

か

ら

早
目

に
処
分
し
て
夏
野
菜
（

大

根
、
白
菜

、
カ
ン
ラ

ン
等
）
に

切
拵
え

る
こ
と

。

果
樹
①
倒
伏
し
た
も
の
は
起
し

根
の

ゆ
る
ん
だ

も
の
は
根

じ
め

を
行
う
こ
と
。
②
表
土
の
流
失

し
た
園

は
客
土

を
行
い
根

を
保

護
す
る
こ
と
。
③
速
効
性
肥
料

を
施
し
樹
勢
の
回
復
を
は
か
る

こ
と
。
④
災
害
を
受
け
た
樹
は

樹
勢
が
弱
い
の
で
特
に
病
虫
害

の
予

防
駆
除
に
つ
と

め
る
と

と

も
に
特

に
新
梢
の
保
護
に
努
め

る
こ
と
。
な
お
ミ
カ
ン
の
潰
瘍

病
は
必
ず
発
生
す

る
か
ら
、
五

斗
式
消
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
を
散

布
す
る
こ
と
桑
①
補
強
の
た
め

に
結
束
し
た
も
の
を
そ
の
ま

ま

放
つ
て

お
く
と

ム
レ
る
恐
れ
が

あ

る
の
で
、
風

雨
が
上
り
次
第

解
く
こ
と
。
②
追
肥
（
硫
安
五

責
程
度
）
を
施
す
こ
と
③
新
植

し

た
桑
園

そ
れ
で

は
こ

の
蚊
を
退
治
す

る
に
は
―

発
生
源
を
な
く
す
る
こ
と
―

蚊
の
発

生
す

る
場

所
は
水
の
た

ま
つ
た
所
に
退
る
の
で
、
下
水

は
流
れ
の
止
ま
ら

ぬ
よ

う
に
し

空
び
ん
、
空
か
ん
な

ど
の
小

さ

な
水
に
も
気

を
つ
け
て
手
ま

め

に

か
た
ず
け
る
こ
と

幼
虫
、
さ
な
ぎ
の
退
治
―
ボ

ー
フ
ラ
か
ら
さ
な
ぎ
に
な

る
の

に
は
十
日
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す

か
ら
、
一

週
間
に
一
度
は
水
た

ま

り
を
調

べ
て
適
当
な
処
置

を

す
る
こ
と

成
虫
の
退
治
―
家
の
壁
、
天

井
、
流
し
元

や
暗

い
場
所
な
ど

正
常
燃
焼

と
は
、
空
気

と
油

と
の
混
合
比
が
適
量
で
何
ら
不

純
物
の
混
入
し
な
い
正
常
な
燃

焼
状
態
で
あ
つ
て
（
青
白
色
の

焔
を
出
す
）
こ
の
場
合
は
危
険

は
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
正
常
燃
燒

石
油
コ

ン

ロ
は
燃
料
費
も
比

飮
的
低
廉
で
、
し
か
も
人
手
が

容
易
で
あ
る
上
に
火
力
も
強
く

使
用
法
も
簡
便
で
あ
り
清
潔
的

で
部
屋

や
台
所
の
ア
ク

セ
サ

リ

ー
に
も
な
る
と
い
う
数
多
く
の

長
所
を
も
つ
て
い
る
た
め
に
、

利
用
者
も
頓
に
増
加
し
て
い
る

現

状
で
あ
り
ま
す
。

と

こ
ろ
が
そ
の
反
面
危
険
性

は
ど
う
か
と
申
し
ま
す
と
、
昭

和
二
十
八

年
度
全
国
火
災
発
生

件
数

二
五

、
六
七
七
件
中

こ
の

石
油
コ
ン
ロ
に
起
因
す
る
火
災

が
六
八
九
件
も
発
生
し
て
お
り

ま
す

。
本
市
で
は
皆

様
方

の
御

協
力

に
よ
り
ま
し
て
コ

ン
ロ
火

災
は
現

在
迄
僅
か
三
件
に
止

め

で
お
り
ま
す
。

次

に
そ
の
燃

料
状
況

と
取
扱

に
つ
い
て
述
べ
皆
様
方
の
御
参

考
と
し
て
頂
き
火
災
の
絶
滅
を

期

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石

油

コ

ン

ロ

の

火

災

に

御

注

意

に
は
Ｄ
Ｄ

Ｔ
油
剤
を
吹
き
つ

け

て
お
く
こ

と

こ
れ
ら
の
こ
と
を
各
戸

が
忘
れ

ず
に
行
え
ば
恐
し
い
伝
染
病
か

ら
開
放

さ
れ
ま
す
。

三
、
煮
こ
ぼ
れ

異

常
燃
焼
と
は
、
空
気
と
油

と
の
混
合
比

が
適
量
で
な
い
場

合
や
不
純
物
の
混
入
又
は
水
蒸

気
の
発
生
に
よ
る
焔
の
拡
大
等

（
焔
は
赤
色
を
帯
び
る
）
で
最

も
注
意
を
要
す
る
も
の
で
す
。

二
、
異
常
燃
燒

第
一
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
煮
こ
ぼ
れ
に
よ
る
も

の
で
沸
騰
し
た
湯
や
煮
汁

や
水

滴
な
ど
が
燃

焼
筒
に
入
る
と
水

蒸
気
の
作
用
で
焔
が
急
激
に
大

き
く
な
る
た

め
上
方
に
可
燃
物

等
が
あ
る
と
容
易

に
着
火
す
る

危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

四
、
一
般
注
意
事
項

煮
こ
ぼ
れ
の
場
合
は
勿
論
で

あ
り
ま
す
が
、
燃
焼
筒
へ
の
錆

の
附
着
や
コ
ン
ロ
据
付
け
場
所

に
よ
つ
て
も
異
常
を
起
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。

従
つ
て
少
く
と
も
月
二
回
位

は
燃
焼
皿
や
筒
を
は
ず
し
て
掃

除
し
錆
を
取
除
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
据
付
け
る
場
所
は
水
平

を
保
つ
様
に
置
い
て
油
の
流
出

過
剰
を
起
さ
ぬ
よ
う
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

觀
光
写
眞
募
集

一
、
募
集
範
囲
　
宮
崎
市
内
の
観
光
に
関
す
る
一
般
写

真
（
風
景
、
行
事
、
風
俗
そ
の
他
）

二
、
締
　
　
切
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
日

三
、
発
　
　
表
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
中
旬

四
、
展
示
会
場
　
橘
デ
パ
ー
ト
四
階
ホ
ー
ル

五
、
授
　
　
賞
　
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
中
旬

推
選
　
一
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
壱
万
円

朝
日
新
聞
西
部
本
社
賞

特
選
　
二
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
前

賞
金
五
千
円

人
選
　
五
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
五
百
円

朝
日
新
聞
四

部
本
社
賞

佳
作
二
十
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と
副
賞
金
五
百
円

六
、
主
　
　
催
　
宮
　
崎
　
市

七
、
後
　
　
援
　
朝
日
新
聞
西
部
本
社
、
宮
崎
県
観
光

会
　
協
宮
崎
市
観
光
協
会
、
全
日
本
写
真

連
盟
西
部
本
社
、
宮
崎
交
通
株
式
会
社

八
、
協
　
　
賛
　
冨
士
写
真
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
、
小

西
六
写
真
工
業
株
式
会
社
、
宮
崎
県
写
真

材
料
商
組
合

ロ
、
視
力
等
＝
眠
鏡
を
か
け
な
い
者
は
両
眼
と
も
〇
・

六
以
上

の
も
の
、
眼
鏡
を
か
け
て
い

る
者
は
眼
鏡
を

と
つ

た
と

き
の
視
力
が
両
眼

と
も
〇
・
一
以

上
．

眼

鏡
を
か
け
て
両
眼
と
も
〇
・
八
以
上
の
も
の

海

士
は
眼
鏡

を
か
け
な
い
で
両
眼
と
も
〇
・
八
以

上

の
視
力

を
も
つ
も

の

弁
色
力

は
海

士
及
び
空

士
は
完
全
で
あ

る
も
の
、
陸

士
は
お
お
む
ね
完
全
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
正
常
の
聴

力
を
有
す
る
も
の

ハ
、
そ
の
他
＝
身
体
強
健
で
伝
染
性
疾
患
奇
型
、
四
肢

関
節
等
の
異
常
が
な
い
も
の

△
次
の
ど
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

イ
、
日
本
の
国
籍
の
な
い
者

ロ
、
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

ハ
、
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
る

ま
で
又
は
執
行
を
受
け
る
事
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

二
、
法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

そ
の
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ホ
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

こ
の
ほ
ど
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
員
の

増
員
及
び
欠
員
補
充

の
た
め
陸
士
約
二
万

名

、
海

士
約
一

千
六
百
名

、
空

士
約
一
千

五
百
名
を
採
用

す
る
こ
と
に
な
り
八
月
十

六
日
よ
り
志
願
の
受
付
を
は
じ
め
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
が
志
願
の
手
続
き
な

ど

は
次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
ま
す

應
募
資
格

△
年
令
＝
昭
和
四
年
十
月
二
日
生
れ
か
ら

昭
和
十
一

年
十
月
一
日
生

れ
ま
で
（
昭

和
二
十
九
年
十
月
一
日
現
在
十
八
才
以

上
二
十
五
才
未
満
）
の
男
子

△
学
力
＝
学
校
教
育
法
に
定
め
る
中
学
校

卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

△
身
体

基
準

イ
、
身
長
等
＝
身
長
一
五
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以

上
、
胸
囲

が
身
長
の

お
お

む
ね
半
分
以
上
、
体
重
四
八
キ
ロ
グ

ラ
ム
以
上
の
者

受
付
期
間

八
月
十

六
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

志
願
手
続

試
驗
、
入
隊
等

志
願
者
は
市
役
所
広
報
室
よ
り
志
願
票
を
受
取
り
、
必

要
な
こ
と
が
ら
を
記
入
の
上
、
期
間
中
に
提
出
し
て
下

さ

い

試
験
は
十
月
十
五
日
か
ら
同
二
十
八
日
ま
で
に
行
い
、

採
用
は
海
士
に
つ
い
て
は
十
二
月
下
旬
に
通
知
、
空
士

陸
士
に
つ
い
て
は
来
年
一
月
中
旬
に
通
知
し
、
人
隊
は

海
士
は
来
年
一
月
上
旬
、
空
士
は
二
月
上
旬
、
陸
士
は

二
月
上
中
旬
の
予
定
と
な
つ
て
い
ま
す

※
そ
の
他
わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
市
役
所
広
報
室
に

お
問
合
せ
下
さ
い
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観
光
と
は
何
か
？
観
光
地
と

し
て
の
成
果
を
挙
げ
る
に
は
？

観
光
宮
崎
に
と
つ
て
こ
れ
ほ
ど

大
き
い
関
題
は
あ

り
ま

せ
ん
。

観
光
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
は

中
国

に
「
国

の
光
を
観
る
」

と

い
う
古
い
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す

が
よ
そ
の
国
の
優
れ
た
持
色

を

親
し

く
観

る
こ
と
の
意

か
ら
で

ゝ
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と

ば
が
後
に

は
他
所
の
風
景

を
愛
で
る
こ

と

に
解
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

観
光
と
は
美
く
し
い
自
然
の
風

景

や
高
い
文
化
の
い
と
な
み
を

求
め
て
こ
そ
を
観
に
行
こ
う
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

人
間
の
持
つ
自
然
で
美
く
し
い

感
情
で
あ

る
「
あ
こ

が
れ
」

。

新

ら
し
く
て
珍
ら

し
い
も
の
に

た
い
す

る
あ
こ
が
れ
が
あ

る
場

所

か
ら
他
の
場
所
へ

の
興

味
を

引
き
、
つ

ま
り
旅
行

と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す

。

あ
ら
ゆ
る
人
に
と
つ
て
「
観
て

歩
く
」

と
い
う
こ
と
は
生
活
の

中
で
大
切
な
意
義
を
も
つ
て
い

ま
す

。

「
よ
く
見
、
よ
く
聽
き

そ
し
て
こ
そ
人
間
ら
し

さ
と
い

向
い
雲
と
夏
山
、
靑
い
空
に
く
つ
き
り
と
一
線

を
引
く
水
平
線
の
海
が
夏
ら
し
く
私
達
を
招
き

ま
す
。

前
回
に
引
続
い
て
今
月
も
観
光
へ
の
路
を
訪
ね

ま
し
よ
う
。

觀
光
地
へ
の
宮
崎
（

二

）

観
光

客
は
必
ら

ず
持
有
の
風
習

風
俗
を
持
つ
て
い
ま
す
。

旅
行
カ
バ
ン
に
は
地
方
独
特
の

文
化
が
一
杯
つ
ま
つ
て
い
る
で

し
ょ
う
。

観
光
地
宮
崎
に
も
他
県
に
誇
る

持
微
が
あ
り
ま
す
。

観
光

バ
ス
ガ
イ
ド
が
宮
崎
へ
の

観
光
客
に
向
つ
て
説
明
し
て
い

る
こ
と

ば
を
御

存
知
で
す
か
。

「
夢
と
お
伽
の
国

、
そ
し
て
三

千

年
の
昔
を
偲
ぶ
神
話
と

伝
説

に
富
む
宮
崎
、
南
国

の
情
趣
に

富
む
宮
崎
は
皆
様
の
お
出

を
心

か
ら

お
待
ち
申

し
て
お
り
ま
す

①
文
化
の
交
流
、
向
上

に
役
立
つ

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
「
観
で
歩
く
」
と

い
う
こ
と
を
益
々
奨
励
し
活
溌

化
し
ょ
う
と
す
る
組
織
的
な
い

と
な
み
で
あ
る
「
観
光
事
業
」

が
重
要
視
さ
れ
る
所
以
な
の
で

す
。
観
光
事
業
の
価
値
と
は
何

で
し
ょ
う
。

②
敎
育
的
な
効
果
も
大

き
い

」
毎
日
　
　
宮
崎
を
訪
れ
る
観

光
客
に
向
つ
て
観
光
バ
ス
ガ
イ

ド
の
諸
嬢
の
も
つ
サ
ー
ビ
ス
袋

か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
こ
ん
な
こ

と
ば
が
相
互
の
近

親

感

を
増

し
、
お
互
の
生
活
の
内
容
を
益

々
豊
富
に
形
作
つ
て
行
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

教
育
と
は
い
う
迄
も
な
く
正
し

く
人

を
作
る
こ
と
で
あ

り
、
有

熊
な
人
間
を
形
成
す

る
こ
と
で

す
が
観
光

に
は
百
聞
は
一
見
に

如

か
ず
の
こ
と
ば

が

必

要

で

す

。

観
光
地
で
の
色
々
な
事
情
を
直

接
、
自
分
の
目
で
見

、
自
分
の

心
で
理
解
す

る
こ

と
に
よ
っ

て

自
分
の
知
識
を
よ
り
正
し
く
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

学
生
団
体
の
修
学
旅
行
を
か
ね

た
観
光
旅
行
も
昭
和
二
十
八
年

度
は
県
外
か
ら
一
一
五
、
四
九

三
人

、
県
内
か
ら
三

二
、
七
七

旅
は
詩
で
あ
る
と
い
ゝ
ま
す
。

一
時
的
に
で
も
伸
び
　
　
と
し

た
自
分
を
見
出
す
の
は
楽
し
い

こ
と
で
す
。

新
ら
し
い
も
の
に
接
す
る
と
き

に
こ
そ
大
き
い
慰
安
に
な
り
厚

生
保
健
に
も
役
立
つ
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

③
厚
生
保
健
に
も
慰
樂

に
も
役
立
つ

八
入
の
多
き
に
上
つ
て
お
り
ま

す
が
「
可
愛
い

子
に
は
旅
を
さ

せ
よ
う
」
の
こ
と
ば
も
現
代
益

々
必
要
な
こ
と
ば
と
な
り
ま
し

た
。④

経
済
的
意
義

「
観
で
歩
く
」
と
例
外
な

く
お

金
が
要
り
ま
す

。

汽
車
賃

、
宿
賃

、
土
産
品

、
身

の
廻
品

も
備
え
な
く
で
は
な

り

ま

ん
ん
し
か
し
こ
れ
に
よ
つ
て

も
た
さ
れ
る
収
入
は

関
係
者
だ

け
の
収
人
で
は
な
い
の
で
す
。

観
光
客

が
増
し
、
関
係

業
者
の

収
入
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、
こ
の
金
が
廻
り
廻
つ
て
そ

の
地
方
全
体
に
も
し
み
通
り
い

つ
か
隅
々
ま
で
流
れ
こ
ん
で
行

く
も
の
で
す
。

観
光
客

と
い
う
も
の
は
忙

し
い

旅
館
だ
け
、
土
産
品

店
だ

け
の

お
客
で
は
決
し
て
な

い
の
で
す

こ

の
士
地
全
体
の
客
で
あ

る
と

考
え
て
市
民
の
一
人
　
　
が
暖

か
く
　
　
迎
え
な
く
て
は
な
ら

な

い
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
の
で

す

。

こ

の
客
人
は
大
切
で
は
あ
り
ま

す
が
、
決

し
て
甘
い
客
人
で
は

あ

り
ま
せ
ん
。

い
ろ
　
　

注
文

も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
し
、
我
儘
で
気
む
つ
か
し

く
批
判
的

で
あ
る
に
違

い
あ

り

ま
せ
ん
受
入
準
備
は
い
ゝ
で
し

よ
う
か
。「

玄
関

の
掃
除

は
？
」

「
庭
の
掃

き
掃
除

は
？
」

「
客

間
の
用
意
は
？
」

（
観
光
係

）

広

報

室

か

ら

市
政
と
皆
様
を
結
ぶ
広
報
室
で
は
市
政
に
つ
い
て
の

色
々
な
御
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
市
政
を
よ

り
よ
く
す
る
為
に
ど
し
ど
し
御
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い

先

に
行
わ
れ
た
税
制

改
革

に

よ
り
、
新

た
に
た
ば
こ
消
費
税

が
生

れ
ま
し
た

。
た
ば
こ
の
小

売
価
格
の
約
一
割
近

く
が
消
費

税
と
し
て
市
の
台
所
に
人
つ
て

来
ま
す
。
一
箱
の
た
ば
こ
を
買

う
時
の
一
寸
の
注
意
に
よ
り
市

愛

の
精
神
を
立
派
に
実
行

に
移

す
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で

、
是

非

と
も
た
ば
こ
は
宮
崎
市

内
で

お
買

い
求

め
下

さ
い
、

◎
た
ば
こ
消
費
税
額
、
ピ
ー
ス

（
小
売
価
格
四
五
円
）
三
円
九

十
一

曳
光
（
三
十
円

）
二
円

六

十
曵
新
生
（
四
十
円
）
三
円
四

十
七
曵
バ
ッ

ト
（
三
十
円
）
二

円

六
十
曵

市
の
收
入
に
な
る

た
ば
こ
消
費
税

ハ
閉
鎖
機
関
の
在
外
店
で
取

組
ん
だ
外
地
向
送

金
小
切

手
其
の
他
の
送
金
為
替
（

例
。
正
金
ハ
ル
ピ
ン
支
店

の
上
海
支
店
宛
仕
向
送
金

等

）

ニ
閉
鎖
機
関
の
在
外
各
店
の

預
貯
金
、
定
期
積
金
、
給

付

金
、
金
曵
信
託

等

三
、
朝
鮮
銀
行
、
台
湾
銀
行
等

に
つ

い
て
は
日
本
勧
業
銀
行

全
国
本
支
店
に
於
て
お
尋

ね

下

さ
い

所

に
債
権
申
立
を
し
て
下

さ

い

、
各
期
日
を
過
ぎ

ま
す
と

申
立
は
出
来
な
い
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

債
権
申
立
の
用
紙

は
富
士
銀

行

、
第
一
銀
行
、
東

京
銀
行

の
全
国
本
支
店
に
用
意

さ
れ

て
あ
り
ま
す

横
浜
正
金
銀
行

。
満
州
中

央
銀
行
朝
鮮
植
産
銀
行

。

蒙
彊
銀
行
。
中
国
聯
合
準

備
銀
行
。
中
央
儲
備
銀
行

朝
鮮
信
託

株
式
会
社
朝
鮮

金
融
組

合
連
合

会
。
南

万

開
発
金
庫
東
洋
拓

殖
株

式

会
社

。
満
州
旧
業
銀
行

。

外
資
金
庫
。
華
南
銀
行
。

南
洋
拓

殖
株

式
会
社
。
央

二

、
送
金
為
替
、
在
外

預
金
の

具
体
的
内
容
は
次
の
通
り
で

すイ
閉
鎖
機
関
の
在
外
店
よ
り

内
地
店
（
他
行
を
含
む
）

に
仕
向
け
ら
れ

た
送
金
小

切
手
其
の
他
の
送
金
為

替

ロ
外
貨
表
示
内
地
特
別
預
金

（
内

地
払
預

金
非

常
口
、

応
召
者

口
戦

時
海
外
特
別

預
金
等
）

し
た

か
ら
引
上
該
当
者
は
本

年
十
月
十
五
日
ま
で
に
（
本

年
五
月
十
五
日
以

後
引
揚
者

は
本
那
上
陸
よ

り
四
ヶ
月
以

内

に
）
東

京
都
中
央
区

日
本

橋
通
二
丁
目
、
在
多
活
動
関

係
閉
鎖
機
関
特
殊
清
算
事
務

送
金
爲
替

在
外
預
金

の
支
払
に
つ
い
て

在
外
活
動
閉
鎖
機
関
の

一
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
十
五

日
付
の
法
律
第
一
〇

五
号
で

、
閉

鎖
機
関
会
の
一
部

が
改

正
せ
ら
れ
、
次

の
十
四
機
関

の
外

地
店
舗
の
債

務
で
あ
る

送

金
為
替
、

や
現

金
等
が
支

払

い
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま

市
の
七
月
末
現
在
の
人
口
は

十
三
万
三
千
九
百
五
十
八
名
内

男

六
万
五
千
六
百
八
十
八
名
、

女
六
万
八
千
二
百
七
十
名
で
前

月

の
十
三
万

三
千
五
百
五
十
二

名
に
く
ら
べ
四
百
六
名
の
増
と

な
つ
て
い
ま
す
。

市
の
人
口
動
態

と
予

防
思
想
の
普
及

２
．
婆
姻
を
し
よ
う
と
す
る
者
お

よ

び
姫
婦

の
血
液
検
査
の
実

施
。

３
．
性
病
患
者
は
素
人
療
法
を
さ

け
て
適
正
な
受
診
お
よ
び
治

療

を
受
け
る
こ
と
。

４
．
健
康
相
談

お
よ
び
衛
生
教
育

の
実
施
。
５
．
売
い
ん
婦
の
性

病
予
防
に
対
す
る
知
識
の
普

及

を
図
り
検
診
の
完
全
励
行

を
行

わ
せ
る
。

本

年
は

せ

い

病
予

防
法

が

し

か

れ

て

六

周

年

に

に
当

る
の

で

、
そ

の

せ

い

病
予

防
週

間

が

九

月

一

日

か

ら

七

日

ま

で

全
国

的

に
行

わ
れ

る

こ
と

に

な

り

ま

し

た

。性

病

の

お
そ

ろ

し

さ
、

ま

た

性
病
の
感
せ
ん
に
よ
っ
て
国
民

の
資

質

が
低

下

を
き

た
す

こ
と

は
、
我
が
国
の
将
来
に
と
つ
て

最
も
憂
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は

特

に
慎

重

を
期

さ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

そ

こ
で

、

今

回

は

と

く
に

男

女
青
年
層
お
よ
び
母
性
に
対
し

性

病

予

防

に
っ

い

で

の

関

心

を

た

か

め
家

庭

生

活

か

ら

性

病

を

す
る

こ

と

、

お

よ

び

性
病

を
う
つ
す
温
床
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
売
い
ん
婦
の
徹
底
的
な
検

診
の
励
行
に
重
点
が
置
か
れ
ま

す

が
、

そ

の
予

防

対

策

と

し

て

１
．
性
病
に
対
す
る
知
識
の
啓
発

家
庭
生
活

か
ら
性
病
を
駆
逐

か
ら
性
病
予
防
週
間

名
簿
に
関
す
る
異
議
の
申
立

に
対
す
る
選
挙
管
理
委

員
会
の

決
定

に
不
服
が
あ
る
申
立
人
又

は
関
係
人
は
、
地
方
裁
判

所
に

出
訴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
、
出

訴
で
き

る
の
は
決

定
に

不
服
が
あ
る
申
立
人
又
は

関
係
人
で
す

が
「
関

係
人

」
と
は
脱
漏
誤
載
が
問
題

に
な
つ
て
い
る
選
挙
人
の

こ
と

を
い
い
ま
す
。

ロ
、
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
「
決
定
の
通
知
を
受

け

た
日
か
ら
七

日
以
内
」

に
限
り
ま
す

。
こ
の

七
日

一
、
選
擧
人
名
簿
に
関

す
る
異
議

選

挙

の

知

識
　
其
の
七

の
期
間
は
通
知
受
領

の
日

の
翌
日

か

ら

起

算

し
ま

す
。
こ
の
期
間
を
経
過
し

た
後

に
出

訴
し
て
も
却
下

さ
れ
ま
す
。

ハ
、
こ
の
訴
訟
は
「
決
定
を
し

た
市
町
村
の
選
挙
管

理
委

員

会
の
委
員
長

を
被
告
と

し
て
」

提
起
す

る
こ

と
を

要
し
ま
す
。

地
方
裁
判

所
に
上
告
す

る

こ
と
が
で
き

ま
す

。

イ
、
最
高
裁
判
所
え

の
控
訴
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
最
高
裁

判

所
え

の
上
告
が
で
き

る

の
で
す

ロ
、
上
告
は
、
地
方
裁
判
所
の

判
決
の
送
達
が
あ
つ
た
日

か
ら
二
週
間
以
内

に
、
提

市
消

防
署
で
は

、
火
災
そ
の

他
非

常
災

害
発
生
時

の
非

常
電

話
、
一
一
九
番
が
専
用
と
し
て

設

置

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
八
月

二
十
一

日
か
ら
従
来

の
電
話
番

号

四
、
一
三

五
番

が
五
、
一
一

一
番
に
変
更

さ
れ
ま
し

た
の
で

お
知
ら

せ
致
し
ま
す

。

な
お
、
非
常
電
話
は
従
来
通

り
、
一

一
九
番
で
す
。

消
防
署
の

電

話

変

更

起
す
る
こ
と
を
要
し
ま
す

選
挙
法
の
た
て
ま
え
と
し
て

は
、
選
挙
人

名
簿
に
登

録
さ
れ

て
い
な

い
者
は
投
票

を
す

る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
訟
訴
の
結
果
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
確
定
判
決
書

を
所
持

し
て

い
る
者

に
は
投
票

を
さ

せ

る
こ
と
と
な
つ
て
い
ま
す

こ
ど
も
の
ら

ん 九
月
一
日

か
ら
、

全
国
一
斉

に
商
業
統

計

調

査

が
行

わ
れ
ま
す

。
調
査
員

が
皆
様
の
お

宅
へ
伺
い
ま
す

か
ら
、
あ
り

の
ま
ま
申
告

し

て
下

さ
る
よ

う
お
願
い

し
ま

す
。

★
　
調
査
の
期
日
＝
九
月
一
日
現
在

★
　
調
査
の
目
的
＝
こ
の
調
査
は
、
国
が
行

う
重
要
な
調
査
で
、

商
業
機
関

の
活
動

状

況

を
明
ら

か
に
す

る
た
め
で

す
。

★
　

秘
密

の
保

持
＝
こ

の
調
査

は
、
統

計
法

に
基
い

て
行

わ
れ

る
も
の
で
、
統

計
以

外

の

目
的

に
は
絶
対

に
つ

か
い
ま
せ
ん

。

★
　

調
査

の
範
囲
＝
卸

売
業
、

小
売
業
及
び

代
理
業
、
仲

立
業
な
ど
商
業
を
営
む

事
業

所
全
部
が
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

★
　

調
査

の
方

法
＝
準
備
調
査
、
甲
調

査
、

乙
調

査
の
三

つ

の
調

査
に
別
れ
て
行

わ
れ

ま
す
。
準
備
調
査
は
、
対
象
事
業
所
全
部

に
つ
い
て
行
い
、
調
査
員

が
、

き
き
と
り

調

査
し
ま

す

。
甲
調
査

は
、
法

人

心
事

業

所
及

び
個
人
で
常
用

労
働
者

を
使
用
し
て

い

る
事

業
所

に
つ
い

て
行

い
、
業

者
の
方

に
所
定
事
項
を
記
入
し

て

い

た

だ
き
ま

す
。
乙
調
査
は
、
甲
調
査
以
外
の
事
業
所

つ
ま
り
個
人
で
常
用
勞
働
者
を
使
用
し
て

い
な
い
事
業
所
に
つ
い
て
行
い
、
調
査
員

が
準
備
調
査
と
同

時
に
、

き
き
と
り

調
査

を
行
い
ま

す

。

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
下
さ
い
!
!

夏
や
す
み
の
注
意

小

学

生
の
み
な
さ
ん
お
げ
ん
き
で
す
か
。
た

の
し
い
夏

や

す
み
も
、
も
う
大
ぶ
ん
す
ぎ
ま
し
た
ね
。
夏
は
わ
る
い
病

気
に
か
ゝ
り
や
す
い
の
で
、
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
毎

日
き

そ
く
正
し
い

く
ら

し
を
し
ま
し
よ
う
。

◎
日
中
は
ぼ
う
し
を
か
ぶ
る
。

◎
な
ま
水
は
の
ま
な
い
。

◎
夜
は
つ
め
た
い
も
の
を
た
べ
な
い
。

◎
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
。

お
さ
め
て
下

さ
い

納
期
八
月
三
十
一
日

お
く
れ
ぬ
よ
う
に

９月

１日

市 民 税
(第 四 期 分)
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